
「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」
今後の予定と公募手続きについて
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１月２９日 平成２５年度予算概算決定

６月中旬 研究実施計画の公募開始（予定）

７月下旬 採択課題の審査（予定）

８月以降 研究委託先の決定、研究実施計画の決定、契約事務等

今後の予定（宮城県内での実証研究）について （目安）

６月下旬 公募説明会の実施（予定）

※応募は「府省共通研究開発管理システム（e-Rad）」で行います。

e-Radポータルサイト： http://www.e-rad.go.jp/
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４月１１日 提案会の開催



応募はすべて、「府省共通研究開発管理システム（e-Rad）」で受け付けます。

郵送や直接の持ち込み、E-mail等では一切受け付けません。

○e‐Radの使用にあたっては、事前に「研究機関の登録」、「研究者の登録」が必要

となります。登録手続きに日数を要する場合がありますので、余裕をもって手続き
を行って下さい。

○応募締切期限直前は、応募が殺到し、e‐Radシステムがつながりにくくなる可能性
がありますので、余裕をもって、応募書類のe‐Radへの応募登録を行って下さい。

情報提供サイト：e‐Radポータルサイト（http://www.e‐rad.go.jp/）

e‐Radの操作方法に関する問い合わせ先：
e‐Radヘルプデスク
TEL 0120‐066‐877

受付時間 09:00～18:00
※土曜日、日曜日、国民の祝日及び年末年始（12月29日～1月3日）を除く

府省共通研究開発管理システム（e-Rad）による応募
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○研究機関の登録申請手続き（e-Rad番号の取得）

①
申
請
書

の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

文部科学省
③ログイン

通知書の郵送 ④
ロ
グ

イ
ン

・部局コードの設定、所属研究機
関の基本情報の設定

・事務分担者を置く場合、e-Radで
事務分担者を登録、事務分担者
にログイン情報通知書と電子証明
書を配布

・各所属している研究者を登録

ログイン後、以下の情報を登
録する必要があります。研究機関（代表機関）

府省共通研究開発システム
【e‐Rad】

○研究実施計画の応募手続き

農林水産省等

①農林水産省等HPから応募書類
等をダウンロード

②e-Radシステムに必要事項を入力
し、応募書類をアップロード

③事務代表者が必ず締め切り時間まで

に「承認」の処理

研究機関
（代表機関の研究開発責任者）

e-Radの状態：承認
府省共通研究開発システム【e-Rad】

e-Radの状態：配分機関受付中

e-Radの状態：「受理」または
「配分機関処理中」

農林水産省
が受理した状態

締切日までに、e‐Radの状態が「配分機関受付中」の状態になっている必要があります。

②申請書
の郵送①

②

③

時間がか
かります！

締切直前は回線
が混みます！

よく忘れられます！

※e-Rad番号は

共同研究機関も
必要です！

e-Radによる応募の流れ
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公募方針と審査について
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① 民間企業、技術研究組合、公益又は一般法人、独立行政法人、大学、地方公共団体、
NPO法人、協同組合等の法人格を有する研究機関（※）等であること。

※ 研究機関とは、法人格を有する者であって、以下の２つの条件を満たす機関。
（１） 研究開発を行うための研究体制、研究員、設備等を有すること。
（２） 知的財産等に係る事務管理等を行う能力・体制を有すること。

② 平成２５・２６・２７年度農林水産省競争参加資格の「役務の提供等（調査・研究）」の区
分の有資格者（全省庁統一資格）であること（契約までの取得で可）。

③ 委託契約の締結に当たって、農林水産技術会議事務局から提示する委託契約書に
合意できること。

④ 原則として、日本国内の研究開発拠点において研究を実施すること。（国外機関が有
する特別な研究開発能力、研究施設等の活用又は国際標準獲得の観点から必要と認
められる場合を除く。）

⑤ 応募者が受託しようとする公募課題について、研究の企画・立案及び進行管理を行う
能力・体制を有するとともに、研究代表者及び経理責任者を設置していること。

◇単独での応募及び複数機関による応募において、以下の要件を満たすことを必要とします。

公募提案について①
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◇ 研究グループを構成して研究を行う場合の要件

①複数の研究機関等が共同で公募課題を受託しようとする場合には、研究グループ（コン
ソーシアム）を構成し、次の要件を満たしてください。

（１） 研究グループで共同研究を行うことについて、グループに参加する全ての機関が
同意済。

（２） 農林水産省との契約締結までに、研究グループとして、実施予定の研究課題に関
する規約や協定又は共同研究契約を締結することが確実。

（３） 契約締結前に「随意契約登録者名簿登録申請書」を提出すること。

②参画する研究機関等それぞれの分担関係を明確にした上で、研究グループの代表機関
から応募して下さい。

③公募課題の一部又は全部を受託者が他の研究機関等に再委託することはできません。

④ 採択後、契約締結までの間

に、当該研究グループを構
成する研究機関等に重大な
変更等があった場合には、
採択を取り消し、改めて委託
先の選定を行うことがありま
す。

※単独機関で応募する
場合は、ココのみが該当

公募提案について②

６



７

公募提案について③

研究代表者が所属する研究機関等（研究グループで応募する場合は代表機関）とは別
に、国との委託契約業務や経理執行業務を担う機関（以下「研究管理運営機関」という。）
を設置できるものとします。この場合、構成員の要件は、以下のとおり変更いたします。

［研究管理運営機関の要件］
◆ 国内に設置された機関であり、法人格を有すること。
◆ 事業を推進するに当たり、以下の適切な管理運営を行う能力・体制を有していること。

ア 研究グループを設立し、国との委託契約を締結できる能力・体制
イ 知的財産に係る事務管理等を行う能力・体制
ウ 事業費の執行において、区分経理処理が行える会計の仕組み、経理責任者の設

置や複数の者による経費執行状況確認等の適正な執行管理体制
エ 研究成果の普及、共同研究機関等との連絡調整等、コーディネート業務を円滑に

行う能力・体制
◆研究代表者と一体となって研究を推進することができる範囲の地域に所在する機関で

あること。
◆国との委託契約の実績を有し、委託契約手続をスムーズに行うことができること。

なお、この措置は特例措置であることから、これを希望する場合は、研究運営管理機関
を活用する理由を応募書類（様式５）に記載していただくとともに、応募研究機関等（研究グ
ループで応募する場合は代表機関）の経理責任者の承認を必要とします。



◇ その他留意事項

（１）研究成果の普及・実用化を促すため、研究グループには、原則として、民間企業、
都道府県普及指導センター、 協同組合等、研究成果の普及を担う機関（普及・実用
化支援組織）の参画を得ることとする。その際、研究期間終了後にも研究成果が活
用されるよう、研究実施体制を十分に検討して下さい。

（２）本研究で導入される先端技術に関し、技術としての有効性や導入の経営面での効
果について、今回公募を行う実証研究とは別に、「技術・経営診断技術開発研究」と
して評価を行います。

８

公募提案について④



本研究開発のため生産現場や農業・農村地域等における技術実証を行う場合には、原
則として、県内に設定する「研究・実証地区」にて、研究や、農産物の生産者等と連携した
取組を行います。（これによらない場合には具体的な理由を整理します。）

「研究・実証地区」内における具体的な研究の実施場所や実施開始時期等については、
研究に具体的に着手する前に農林水産技術会議事務局と十分に協議し、決定します。

◇研究・実証地区

本件事業の特色①

◇公募の類型

・網羅型研究 ： 課題全般を網羅した研究。
研究実施期間は、平成２５年度～平成２９年度（最長５年間）

・個別要素技術型研究： 網羅的な研究課題を補完しうる個別の要素技術に関する研究。
研究実施期間は、平成２５年度～平成２７年度（最長３年間）

９



（第１段階） 個々の技術要素の導入実証や効果把握、「研究・実証地区」における現地実証
に着手する。

（第２段階） 追加的に検討すべき技術的課題の解決、導入済み技術の効果把握、技術の
組合せ、技術の体系化を図る。

※平成２６年度以降の研究計画については、被災地の復興の進展状況、本事業以外の研究・技術開発事業との連
携等に応じ、研究計画の前倒しや一部繰り延べ、早期終了を図る場合があります。

※研究開発の目標に対し著しく進展の悪い研究課題、十分な成果達成が見込めない研究課題、研究計画全体の成

果達成への寄与が不明確な研究課題については、研究実施期間の途中であっても研究課題全体もしくは研究課
題の一部を中断する場合があります。

◇研究スケジュール

本件事業の特色②
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◇運営委員会

• 農業・農村型研究と漁業・漁村型研究に、それぞれ運営委員会を設置

• 運営委員会は、総括ＰＯを長とし、農林水産技術会議事務局の職員やその他、総括Ｐ
Ｏが必要と認める者により構成

• 運営委員会は、①推進方策の検討、②実施期間全体及び毎年度の研究実施計画案
の策定、③研究の進捗状況、成果の把握

◇研究課題の進行管理
実証研究の効率的かつきめ細やかな進行管理のため、研究機関とは別の機関に業務を委

託します。同機関は、研究課題ごとに、農業分野及び関連分野の専門的知見等を有する専
門ＰＯを配置します。研究代表者には、総括ＰＯの指導のもと、専門ＰＯと調整を図りながら、
研究の進捗状況の整理、研究実施計画案の作成等を行います。



研究グループ間での連携による一体的な研究の推進

関連する研究課題を有する研究グループを有する研究コンソーシアムの代表者
により、運営委員会等の場を活用しながら、一体的・効率的に研究を推進します。

11
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http://www.chotatujoho.go.jp/va/com/h25-yukoshikaku.html
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e-Rad

e-Rad

AGROPEDIA

http://sary.cc.affrc.go.jp/recras/index.html

http://itcweb.cc.affrc.go.jp/affrit/beginner

Tel.029-838-7344
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SBIR PR
http://j-net21.smrj.go.jp/expand/sbir/sbir.html

http://www.maff.go.jp/j/kokuji_tuti/tuti/t0000775.html
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応募情報登録

https://www.e-rad.go.jp/system/e01/e0118s05/previewDaikadai/[2013/01/25 10:48:42]

公募年度 / 公募名 2013年度 / 平成２５年度 農林水産資源を活用した新需要創出プロジェクト

課題ID / 研究開発課題名(必須)
XXXXXXXX /

代表者情報確認 共通 応募時予算額 研究組織情報 応募・受入状況
添付ファイルの指定 研究組織内連絡欄

研究者番号 XXXXXXXX

研究機関名(必須)
����

複数の研究機関へ所属している場合、どの機関から申請を行うのかを選択する必要が
あります。

部局名 ○○○○○部
職階 ○○クラス
職名 ○○教授

研究者氏名
漢字 ○○ ○○○
フリガナ △△△△ △△△△

性別 男性
生年月日 9999年99月99日
メールアドレス xxxxxxxxxx@xxxxxx.com

画面を表示してから経過した時間 (00:09:01) ヘルプ 改善要望

応募情報登録
一時保存 確認 以前の課題をコピーする 入力チェック 提案書プレビュー 閉じる

①　研究課題名の入力 
　「研究開発課題名」の欄には、別紙１の「公募研究課題」名を入力します。 

②　研究代表者情報の確認 
　「研究代表者情報」タブに表示されている研究代表者の情報を確認します。 

①　公募研究課題名の入力

②　研究代表者情報の確認

研究者によるe-Radシステムへの応募手順 

                                              -3-

平成２５年度食料生産地域再生のための先端技術展開事業（岩手 

中⼩区画⼟地利⽤型営農技術の実証研究

機関



応募情報登録

https://www.e-rad.go.jp/system/e01/e0118s21/[2013/01/25 13:41:40]

公募年度 / 公募名 2013年度 / 平成２５年度 農林水産資源を活用した新需要創出プロジェクト

課題ID / 研究開発課題名(必須) XXXXXXXX /

代表者情報確認 共通 応募時予算額 研究組織情報 応募・受入状況
添付ファイルの指定 研究組織内連絡欄

研究期間(必須) (開始) 年度 ～ (終了) 年度
※細目を変更した場合、キーワードはすべてクリアされます。

研究分野（主）

細目名(必須) 検索 クリア

キーワード1(必須) ����

キーワード2 ���

キーワード3 ���

キーワード4 ���

キーワード5 ���

その他キーワード1

その他キーワード2

研究分野（副）

細目名(必須) 検索 クリア

キーワード1(必須) �������

キーワード2 ���

キーワード3 ���

キーワード4 ���

キーワード5 ���

その他キーワード1

その他キーワード2

研究目的(必須)

あと1000文字

※1000文字以内(改行、スペース含む)で入力してください。なお、改行は1文字分でカウントされます。

研究概要(必須)

あと1000文字

※1000文字以内(改行、スペース含む)で入力してください。なお、改行は1文字分でカウントされます。

画面を表示してから経過した時間 (00:01:15) ヘルプ 改善要望

応募情報登録
一時保存 確認 以前の課題をコピーする 入力チェック 提案書プレビュー 閉じる

③　共通項目の入力 
・研究期間　提案書〔要約版〕「３．研究期間及び予算規模」の研究期間を入力します。  
・研究分野（主）　応募する課題に該当する研究分野及びキーワードを選択します。「細目名」及び
　　　「キーワード１」については、必ず入力します。  
・研究分野（副）　応募する課題に該当する研究分野及びキーワードを選択します。「細目名」及び
　　「キーワード１」については、必ず入力します。  
・研究目的　提案書「１ ２研究開発の目標」を入力します。 
　　※　入力可能文字数は、１０００文字以内です。これを超える場合には、要約してください。  
・研究概要　提案書「１ ２研究開発の概要」を入力します。

/

                                              -4-

平成２５年度食料生産地域再生のための先端技術展開事業（岩手 
中⼩区画⼟地利⽤型営農技術の実証研究

2013 2015

食品科学

食品分析

未選択

未選択

未選択

未選択

応用生物化学

タンパク質工学

未選択

未選択

未選択

未選択

入力文字チェック

入力文字チェック

提案書「１ ２研究開発の目標」を入力します。
　※　入力可能文字数は、１０００文字以内です。これを超える場合には、適宜要約
　　します。

提案書「１ ２研究開発の概要」を入力します。

応募情報登録

https://www.e-rad.go.jp/system/e01/e0118s21/[2013/01/25 9:43:32]

直接経費
直接経費（総
額）(必須)

小計

間接経費
一般管理費
（総額）(必
須)

合計

合計

0

0

0

0

公募年度 / 公募名 2013年度 / 平成２５年度 農林水産資源を活用した新需要創出プロジェクト

課題ID / 研究開発課題名(必須)
XXXXXXXX /

代表者情報確認 共通 応募時予算額 研究組織情報 応募・受入状況
添付ファイルの指定 研究組織内連絡欄

(単位：千円)

直接経費
上限 999,999,999

下限 1

間接経費
上限 0(直接経費

の15%)
下限 -

※ 間接経費は、直接経費の一定パーセントを上限として登録できます。

(単位：千円)

2013年度 2014年度 2015年度

0 0 0

0 0 0

画面を表示してから経過した時間 (00:00:02) ヘルプ 改善要望

応募情報登録
一時保存 確認 以前の課題をコピーする 入力チェック 提案書プレビュー 閉じる

④　応募時予算額の入力 
・直接経費／直接経費（総額）　提案書「４ １研究開発予算と研究員の年度展開」の合計額のう
　　ち、各年度の直接経費の額を入力します。 
　　※　2013年度は、提案書「４ ２平成２５年度経費の見積」の区分「Ⅰ直接経費」と「Ⅲ消費
　　　税等相当額」をあわせた額を記載します。2014年度以降も同様に、必要な額を入力します。 
　　※　金額は千円単位で入力します。 
・間接経費／一般管理費（総額）　提案書「４ １研究開発予算と研究員の年度展開」の合計額の
　　うち、各年度の一般管理費の額を入力します。 
　　※　2013年度は、提案書「４ ２平成２５年度経費の見積」の区分「Ⅱ一般管理費の額」を、
　　　記載します。2014年度以降も同様に、必要な額を入力します。 
　　※　金額は千円単位で入力します。

合計
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応募情報登録

https://www.e-rad.go.jp/system/e01/e0118s21/[2013/01/25 13:49:20]

公募年度 / 公募名 2013年度 / 平成２５年度 農林水産資源を活用した新需要創出プロジェクト

課題ID / 研究開発課題名(必須)
XXXXXXXX /

代表者情報確認 共通 応募時予算額 研究組織情報 応募・受入状況
添付ファイルの指定 研究組織内連絡欄

研究組織メンバへの公開(必須) 公開しない 公開する
※ 「公開する」を選択して一時保存を行うと、設定された閲覧・編集権限に従って以下の研究組織のメンバが
本申請の内容を閲覧・編集できるようになります。
一度公開すると「公開しない」状態へ戻すことはできませんが、個別の編集・閲覧権限の変更は可能です。

(単位：千円)

応募時予算額 初年度予算額 このタブでの
入力額 差額(未入力額)

直接経費 0 0 0

間接経費 0 0 0

※ 「差額(未入力額)」とは、以下の計算式から算出されます。提出時には「0」となっている必要があります。
差額(未入力額)＝初年度予算額－このタブでの入力額

選択
研究
者
検索

最新
情報
への
更新

役割

研究者番号

研究機関

機関
(必須)

専門分野
(必須)

直接経費(千円)
(必須)

エフォート
(%)

(必須)
閲覧・編集権限

氏名(漢字) 部局 学位 間接経費(千円)
(必須)

氏名(カナ) 職階 役割分担
(必須)

役職

研究
代表
者

XXXXXXXX ○○機関
(姓) ○○
(名) ○○○ ○○○○○部 ○○学位

(姓)
△△△△
(名)
△△△△

○○クラス

○○長

研究
分担
者

XXXXXXXX ��������

なし
閲覧
編集

(姓) ○○
(名) ○○○ ○○○○○部 ○○学位

(姓)
△△△△
(名)
△△△△

○○クラス

○○長

画面を表示してから経過した時間 (00:02:08) ヘルプ 改善要望

応募情報登録
一時保存 確認 以前の課題をコピーする 入力チェック 提案書プレビュー 閉じる

⑤　研究組織情報の入力 
・専門分野　研究者の専門分野を入力します。  
・役割分担　本研究課題における役割分担を入力します。 
・直接経費（千円）　研究者の2013年度の直接経費（総額）を入力します。  
・間接経費（千円）　研究者の2013年度の一般管理費（総額）を入力します。  
・エフォート（％）　提案書様式２(研究員一覧)の「エフォート（％）」を入力します。

「追加」をクリックして、研究者を追加します。 
本研究を実施する全ての研究者について、⼊⼒します。
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上へ移動 下へ移動 削除

選択してください

追加

上へ移動 下へ移動 削除

応募情報登録

https://www.e-rad.go.jp/system/e01/e0118s21/[2013/01/24 16:47:08]

公募年度 / 公募名 2013年度 / 平成２５年度 農林水産資源を活用した新需要創出プロジェクト

課題ID / 研究開発課題名(必須)
XXXXXXXX /

代表者情報確認 共通 応募時予算額 研究組織情報 応募・受入状況
添付ファイルの指定 研究組織内連絡欄

応募情報登録・修正前にファイルのアップロードが必要です。
名称 形式 サイズ ファイル名 処理

応募情報ファイル(必須) [pdf] 10MB no file selected

参考資料 参考資料ファイル [PDF（PDF）] 10MB no file selected

画面を表示してから経過した時間 (00:00:35) ヘルプ 改善要望

応募情報登録
一時保存 確認 以前の課題をコピーする 入力チェック 提案書プレビュー 閉じる

⑥　添付ファイルの指定 
　・応募情報ファイル　提案書のＰＤＦファイルを選択し、アップロードをクリックします。  
　・参考資料／参考資料ファイル１　特段の指示がない場合には、添付しません。任意に添付された　
　ファイルについては、応募情報とはしません。 
⑦　内容の確認 
　・入力チェックを行った後、提案書プレビューで内容を確認します。 
⑧　応募情報を代表機関へ提出　 
　・内容に間違いがなければ「確認」、「実行」をクリックします。 
⑨　代表機関の事務代表者による「承認」 
　　研究者による応募の後、代表機関の事務代表者による「承認」を応募受付期間中に終わらせな 
　いと、農林水産省へ応募情報を提出したことにはなりません。  
　　「承認」を行った後、システムの「応募課題情報管理」画面において、処理状況が「配分機関処理
　中」になっていることを必ず確認してください。 
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提案書.PDF
クリア

削　除

特段の指示がない場合には、添付しません。
クリア

削　除

アップロード
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